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《犬山市の主要課題とまちの将来像の整理について》 

第 5次総合計画の「序論」に記載した「犬山市の主要課題」と、基本構想で定めた「目指すまちの姿」に対し、中間年を迎えるにあたり、その後の状況変化の有無について確認を行いました。 

 

 

現行の第 5次総合計画における目指すまちの姿 
人が輝き 地域と活きる “わ”のまち 犬山 

●暮らしの“ゆとり”をはぐくむまちづくり   ●地域の”つながり”をはぐくむまちづくり   ●郷土への”愛着”をはぐくむまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 
 A= C≧ B  ⇒当初策定時の主要課題とそれを踏まえて目指すべきまちの姿は、中間年にあたる現在においても依然として犬山市の特長・課題となるものであり、目指すべき方向性に変化はないものと位置づけます。 

主要課題１ 人口減少・少子高齢社会への

対応 

●地域における支え合いの充実 

●高齢者の生活不安の解消 

●安心して子どもを産み育てるための総

合的な少子化対策 

●公共交通を中心とした日常生活の移動

手段の充実 

主要課題２ 自主自立へ向けた地域活性化

の取組み 

●市民に信頼される開かれた行政の推進

（地域主体の推進） 

●持続可能な行財政基盤の確立と自主財

源の確保（企業誘致、産業振興など） 

●協働による住民自治の一層の推進 

 

主要課題３ 毎日の暮らしにおける安全・安心

の確保 

●自然災害や犯罪、交通事故などに対する

市民の生活不安の解消 

●地域医療・緊急医療体制の充実 

●食の安全確保に向けた取組みの充実 

●生活や雇用の不安を解消する仕組みづく

り 

主要課題４ 心の豊かさや生活の質の重視 

 

●様々な交流や活動への参加機会の充実 

●コミュニティを基本とした地域社会の活

性化 

●すべての市民が共生できる地域づくり 

●「学びの学校づくり」を通した学校教育

の一層の充実 

H22 年度 

策定時の 

主要課題 

A 

H27

年度 

課題 

B 

まちの状況 

●「伝統文化」「地域の祭り」

「豊かな自然」「城(城下

町)」が誇り 

●「地域のつながり」「人の

優しさ」を実感できる 

▼新旧市民の融和が課題 

▼ひろがりのある観光、地域

のブランド力強化 

▼都市インフラ整備 

▼魅力・情報の発信 

 

ひとの状況 

●宅地開発と地域人口の

増加が相関している 

●30歳代は流入傾向にあ

る 

▼20歳代女性の転出が多

く、出生数も減少 

▼晩婚化・晩産化が進む 

しごとの状況 

●製造業が基幹産業 

▼商業は非常に厳しい状

況 

▼市内で買い物をする人

の割合が極端に低下 

▼耕作者の高齢化や農地

保全の対応が必要 

▼女性・高齢者・若者が

活躍できる支援・仕組

みが必要 

いいね！犬山総合戦略における「犬山市の特長と課題」 ●：特長 ▼：課題 市民アンケートの結果からみる市民の課題認識 

H28

年度 

課題 

C 

改善を要する施策（満足度「低」重要度「高」） 

【医療】地域医療・救急医療体制 

【行財政】効率的、効果的な行政運営 ・健全な財政運営 

【産業】魅力ある商業地の整備 ・雇用環境の向上 

【福祉】地域福祉・福祉施設整備 ・高齢者の生きがいづ
くりと社会参加・高齢者福祉・地域包括ケア体制 ・子
育て支援、子育て環境・保育サービス ・障害者(児)福祉・
社会保障（低所得者支援、国民健康保険・国民年金の運
営、福祉医療） 

【安全安心】交通安全意識の高揚・交通環境の整備 ・防
犯体制・環境の整備・災害に強いまちづくり（施設の耐
震化・防災体制） 

【インフラ】公園の整備、管理・緑化の推進 ・駅周辺地
区の整備（駅周辺の魅力づくり）・市街地の整備 ・道路、
橋りょうの整備 ・鉄道の利便性向上 

近年の社会情勢に対応した

まちづくり（上位５） 

・安全・安心のまち 

・歩いて暮らせるまち 

・活気ある商店街や商業施

設のあるまち 

・移動の不自由がないまち 

・子育て環境が充実したま

ち 

総合戦略は特に「人口減少」と「地域経済の縮小」に対応するための取組みであり、

策定時に徹底した議論によりとりまとめた課題と上記主要課題は関連性、共通性を持

っています。 

近年の社会情勢の変化に対する市民のまちづくりニーズとして、安全・

安心や日常生活における暮らしやすさ、まちの活気、子育てなどが挙げ

られており、策定時の主要課題と共通性を持っています 

主要課題に対応して設定した「目指すまちの姿」 

＜
＝ 

VⅡ Ⅱ 
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《見直しの範囲についての整理》 

 

 

 

 

 

区分 項目 総合計画

のページ 

今回見直

しの有無 

理由 見直しの進め方 見直しにあたっての留意事項 

序論 主要課題 １０ × 策定時の前提となった主要課題は、現在においても変化

がなく、引き続き取り組むべき課題であるため。 

— — 

基本構

想 

まちづくりの考え方 １６ × 計画見直しの前提となる主要課題に変化がないため、「ま

ちづくりの基本的考え方」に変化はありません。 

— — 

まちの将来像(1)目指すまちの姿 １７ × 計画見直しの前提となる主要課題に変化がないため、「目

指すまちの姿」に変化はありません。 

— — 

まちの将来像(2)人口の目標 １８ ○ 総合計画策定後の人口動向から、当初の想定を越え、大

きく人口が減少する見通しとなったため、最新のデータ

に基づき人口の目標を再度設定する必要があります。 

【関連計画の成果を活用】 

総合戦略で設定した「人口ビジョン」は、最新の人口

推計結果をもとにした目標を定めており、これを受け

て人口の目標を設定します。 

 

— 

まちの将来像(3)土地利用 ２０ ○ 総合計画策定後に国等で打ち出された、人口減少や地球

環境問題等に対応した国土形成の考え方など、最新の社

会動向に対応した土地利用のありかたを再検討する必要

があります。 

【関連計画の成果を活用】 

H27年度から実施している「都市計画マスタープラ

ン改訂作業」において最新の国土形成の方向性に対応

した将来都市構造（土地利用方針）の見直しが進行中

であり、これを受けて土地利用の方針を設定します。 

都市計画マスタープラン策定委員界での決定

事項を随時総合計画審議会で共有します。 

まちづくり宣言 ２２ ○ 総合計画の後半にあたる今後6年間において、施策の優

先度や、真に必要とされる施策について検討し、めりは

りのある施策体系として見直していく必要があります。 

【当審議会において議論します】 策定後の社会情勢の変化や、市民意識をもと

に、施策の体系として以下のような点に留意

して見直しを行います。 

 

・今後 6年間に真に必要な施策、重点的に

行うべき事業を検討します。 

・施策体系のメリハリを明確にすることに

留意します。 

 

基本計

画 

施策の全体像 ３４ ○ 同上。「まちづくり宣言」の見直しに対応し、施策の体系

を再構築する必要があります。 

同上 

個別施策 ４６〜 ○ 計画期間の約半分を経て、前半の施策・事業の振り返り

を通じ、時点修正を行う必要があります。 

各施策の担当課にて前半の振り返り作業を行い再検

討、必要な修正を行ったうえで当審議会において討

議・修正を行います。 

施策の展開方向 ○ 同上 同上 

重点事業 ○ 同上。加えて「総合戦略」で位置づけられた重点事業を

基本計画の重点事業として組み入れる必要があります。 

同上 

目標指標 ○ 同上。前半の目標達成状況振り返りを通じ、必要に応じ

て目標値の見直しや、新たな目標設定など、時点修正を

行う必要があります。 

同上 

総合計画審議会において主に議論していただく範囲 
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